
吉川ミーティング

小さな指がさし示す向こうに

大きな未来があるように

美しい未来があるように

精一杯頑張って、バトンをつないでゆく

それが、僕らの願い

僕の役割
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9月 11日（日） 吉川市中央公民館にて午後1 時開場

です。前売り券も発売中 。

●上田知事と、ソフトバンク孫社長が提唱したメガ

ソーラーシステムに中原はいち早く反応し、県担当

者とのやり取りの中で新駅開発に絡めた展開を構想 。

しかし、土地の大きさ、ソーラーシステムの構造な

ど吉川市導入への問題点は多い。

けれど、太陽光発電の普及実績で埼玉県は現在日本

2位。その流れをメガソーラーとは違った形でも吉

川市に導けないだろうか 。

皆さんからのアイディア・意見もお待ちしています 。

●また、新駅開発に伴い、「駅近くに県営公園の誘致

を」と、様々な角度から検討していますが 、「吉川

市にはすでに県営公園がありますからね…」と担当

者の返事が。「えっ！県営公園があるんですか？？ 」

と驚く中原に 、「えぇ、江戸川土手の球場は県営吉

川公園ですよ」と 。「・・・」中原絶句 。

たとえば、その「県営吉川公園」を市営として譲り

受ければ、今後「県営公園」の誘致に有利となるな

らば、一考すべきかとも… 。

吉川橋
県政報告会スピーチ① ●中原が県議となってからまず動いたのが 、「吉川橋」に関して。吉川市、越谷市にまたがる「橋」はまさに県議の仕事 。

市民をはじめ、吉川市、埼玉県などからこれまでの経過を聞くと同時に、今後の展望についても話しを伺った 。

というのも 、「新人の中原が議員になったら、吉川橋の完成が遠のく」などという噂があったか ら( 苦笑 )。

吉川高校
県政報告会スピーチ②

生徒さんたちとの懇話会　　　　　　モデル授業への参観

●「吉川橋」と同様に、県議として中原がかなり力を入れているのが、市民の力でどうにか全

日制を継続出来ることになった「県立吉川高校 」。県立だからもちろん、県議の仕事。 4月以

降、「吉川高校の現状、未来」について、足立哲也校長と何度となくお話しをしている。先日

は生徒会の役員である生徒さん達と懇話会を行ったり 、「県立高校学力向上基盤形成事業」の

授業参観にも参加してきた 。

●23日の県政報告会では、足立校長自らスピーチをしていただいたが 、「吉川高校 」の大きな

テーマは「いかに地域に密着し、愛され、必要とされる学校になるか 」。「吉川高校野球部の復

活」などが、そのひとつのキッカケになれば・・・ 。今後、市民と共にどのように展開してゆ

けるか。8月末日締め切りで吉川高校の新しい名称を募集している 。詳しくは埼玉県ＨＰに 。

●文化・芸術の発信も吉川市の重要な課題。地域ミニ

コミ紙の発行から、映画・音楽イベントの開催まで 、

皆さんと共に展開してゆきたいと中原は考えています 。

●その第1 弾は映画「うまれる」の自主上映企画 。

今後も様々な企画を立てていきます 。イベント企画や

ミニコミ紙編集などに興味のある方、ぜひ一緒にやり

ましょう！現在も、映画「うまれる」の、運営ボラン

ティア募集中ですので、お手伝いしてくれる方は中原

恵人事務所までご連絡下さいませ 。文化
県政報告会スピーチ③

環境
県政報告会スピーチ④

第一回県政報告会のご報告
7月 23日土曜日　「交流センター おあしす」にて、中原恵人の第1 回県政報告会

「吉川ミーティング」が開催されました。当日は満員御礼。

太鼓、書、フラダンス、コーラスという市民のパフォーマンスと共に、市長をはじめ

各分野からの来賓の方々が「吉川をより良くするためのスピーチ」をしてくださり、

「吉川の未来に向けた新しいはじまり」が感じられるものとなりました。

9月 11日（日） 吉川市中央公民館にて午後1 時開場
です。前売り券も発売中 。

知事にも面会を申し込み 、上記の話に笑いながら知事曰く「今はそんな時代ではないよ 。吉川橋は重点整備個所に入っているし、きちんと予算をつけてゆく 」と。

●しかし、これまで に9億 6,970 万の事業費がかかりながらも 、吉川市側の土地買収は29%であり、93%まで買収が進んで いる越谷からは「吉川側を早く進め

て欲しい」と言われているのが現実。今後は 、「越谷の県議との協力体制」を構築しながら 、市民の要望を集め、埼玉県の関係部署と共に、早期実現に向けて

進めてゆくと中原は語った 。（震災後の点検では、橋の安全性に問題は無いとのこと ）



●県議に当選後すぐから、中原は小さなお子さんを持つお母さん達との会合を持っています。お母さん一人ひ

とりが知識を持つこと、そしてみんなで連携してゆくことがその会合の大きな目的です。その中で中原は埼玉

県の状況をお伝えし、またお母さん達の要望を県に届けています 。

●現在、埼玉県ではシンチレーションサーベイメータを用いて、幼稚園、小学校など県 内 116ヵ所の空間放射

線量測定を隔週で行っています。吉川市では三輪野江小学校のみが測定場所でしたが、市民の要望を受けさら

に北谷小学校が追加され、毎週測定となりました 。

今後も校庭の中心だけではなく、周辺部の測定や食物検査のさらなる実行を訴えていきます 。

●県議となってこの３カ月、中原は福祉をはじめ様々な施設へお邪魔させていただき、お話しを聞かせていた

だいています。報告会ではそのひとつである「吉川平成園」の社会福祉士の方が「今後、家族としてどのよう

に介護問題に取り組むべきか」についてスピーチしてくださいました。財政問題、家族の絆、キレイごとでは

終わらない介護の世界を、公私がどのように支えてゆくべきか、議論を深めてゆきたいと思っています 。

●それに先立つ7月 10日には「埼玉県手をつなぐ育成会県大会」に出席させていただきました。障がいのあ

る子どもの育成から就労まで、それぞれのニーズに合った支援が求められる中で、私たちの社会の成熟度が問

われていると感じます。中原も、出来ることから、丁寧に活動してゆこうと考えています 。

（顧問 ）
佐藤大吾（さとうだいご ）　JustGiving 代表理事　
・学生時代から、起 業、NPO、議員インターシッ プ、新しい公共というキーワードで 、
精力的に活動し、これらの分野では知らない者はいない。震災時もいち早く現場に入
り、指揮をとった 。

さくら通り
県政報告会スピーチ⑤ 県土に占める河川面積が3.9%で日本一の

埼玉県の「水辺再生プラン」による藤右衛門

川の整備前と整備後。残念ながら今年度で当

事業は終了してしまうが、「水辺再生」の観点

からも「さくら通りの観光資源化」を今後も県

に訴えていきたいと考えています。

●中原が「三郷や越谷の後追いではない、吉川らしい発展」の核と考えているのが 、「さくら通りの観光資源化 」。

これは何も中原が発案したことではなく、1 0 年以上前から様々な人が訴えてきたこと。市議会でも何度となく取り上げられてい る。先日、中原は 、川藤

周辺の桜を植えた「川藤緑化会 」の会長さんとも話をし 、会長さんの街作りへの情熱に胸が熱くなると共に 、「どうにか若い人たちに後を継いで欲しい 」と

いう切実な思いも受け取り、「実現に向けて頑張らなければ」と気持を新たに 。

●中原は「さくら通り下の水 路の浄化」だけを求めているのではな く、桜の下に小さなお店を 並べたいと考えている。それは例えば「おせんべい屋 」

「お団子屋 」「一杯飲み屋 」。顔と顔を合わせてコミュニケーション出来る商店路を作ることで、吉川市のシンボルストリートとし、春は桜、夏は水遊び 、

秋はお祭りなど1 年を通じて人が集える場所にするというビジョンを描いている。今後「さくら通り未来会（仮称 ）」なるものを立ち上げ、市民の参加

を呼びかけ、環境、商業など様々な方向から実現に向けて動きだす 。

福祉
県政報告会スピーチ⑦

吉川ビジョン政経塾
県政報告会スピーチ⑧

●日本・世界を舞台に、様々な分野で活躍している若きリーダーたちを顧 問・講師に迎えて行わ
れる「吉川ビジョン政経塾 」。多くの時間を吉川市内で過ごしている市民のみならず、吉川市外 、
埼玉県外に通勤している市民の知恵とキャリアを吉川市の発展に生かすための、Think＆Ac t 型
の政経塾です！未来の吉川を共に創り出す、仲間を集います！

木戸寛孝（きどひろたか ）　国際NGO「世界連邦運動協会」常務理事
「世界連邦２１世紀フォーラム」代表。　
・明治・木戸孝充 の6 代目として生まれ、日本政治を家系の中で語れる環境に育つ 。
驚くほどの知識と人脈で、新たな日本の形を模索する若き志士 。

白土幸仁（しらとゆきひと ）　埼玉県議会議員
・200 3 年、春日部市会議員にトップ当選。以後３期務め、201 1年4 月に県議に。
若き頃から大前研一氏などの様々な「政治塾」で学び、その知識、経験は、埼玉県の
若手議員の中でもトップクラス 。

（講師 ）
長谷川岳（はせがわがく ）　参議院議員
北海道大学の学生時代に立ち上げた「YOSAK
O Iソーラン祭り」はいまや北海道を代表する
祭りに。ずば抜けた行動力とリーダーシップ
で、近い将来、日本政治の中心にいるであろ
う人物。

高橋歩（たかはしあゆむ ）　自由人・作家
23 歳の時、出版社「サンクチュアリ出版 」
を立ち上げる。
その後「毎日が冒険 」「DEAR.WILD CHILD 」
などベストセラーを連発 。
多くの若者たちにとっての、若きカリスマ 。

放射線問題
県政報告会スピーチ⑥



吉川市在住のももさん

小学3 年生、1年生の男の子と2 歳になる女の子の3 人のママであるももさん。

御主人ともに三郷出身。家を持とうと思った時、三郷、吉川、松伏を候補にしたけれど、結果、

吉川市に決めたという。その理由を「ピンときたから！」と笑いながら答えるももさんだが、

続けて「自然が豊かで、公園も多くて、子育ての環境として良いなと思って…」と、真剣なママ

の顔に。お兄ちゃん二人の幼稚園を選ぶ際も園長先生とお話しをして「ピンときた」幼稚園に

決めたと言うが、「自由に子どもらしく育って欲しいと思ったし、男の子でも優しくなって欲し

いなって…」と、やはり子を思うママの顔に。そんな、ももさんのご要望は、「小学校も、どこ

に通うか選択出来たらいいのになって思います。生徒数やまわりの環境などを考えて選べたら」

ベビーカーに乗っているのが私です。可愛いでしょ？(笑) お姉ちゃ

ん、お兄ちゃん、パパとママで初詣に芳川神社に行く途中です。写真

の道は今の沼辺公園の前のバス通り。当時はまだ沼辺公園は無く、一

面野原の中でシロツメクサの花冠を作ったり、走り回ったりしていま

した。左手、遠くに見えるのは東武ガスタンク。小学生の頃の写生大

会でそのタンクを描き、金賞をとったのが良い思い出です(笑 )。今

は公園やコンビニができてますが、子供達の声で溢れているのは昔も

今も変わらないですね。これからも吉川市はどんどん変わっていくで

しょうけれど、子供達の元気な姿が見られる街であって欲しいです。

Q・先生、今日は「ポリオ」について教えて下さい！

A・「ポリオ」とはウィルスに感染し、脊髄神経

が侵され、はじめは風邪を引いたような症状があ

らわれますが、その後急に足や腕がマヒして動か

なくなる病気です。

「ママ loves」
吉川のママの声を、ご紹介します！

「タイムスリップ吉川」　
吉川の歴史を、思い出と共に！

「せんせい～教えて！」
難しい事、でも、気になることを、簡単に教えて下さい！

Q・現在の状況は？

A・現在の日本では、予防接種により、自然感染の

「ポリオ」は根絶されました。しかし、ナイジェリア、インド、パキスタン、アフ

ガニスタンなど、まだ流行している地域もあります。

Q・その予防法は？

A・流行している地域では「生ワクチン」が、先進国をはじめ世界１００ヶ国以上

    の国では「不活化ワクチン」が予防接種に使用されていますが、日本では「生

    ワクチン」が使用されています。しかし、「生ワクチン」使用の場合、予防の

    為のワクチンでポリオを発症してしまうことがあります。先日も東京の０歳

    児が「生ワクチン」によるマヒ性ポリオを発症したことが発表されました。

Q・お母さんたちの気持としては…

A・そうですね…非常に複雑ですよね。怖くて、結局予防接種をしていないという

    お母さんたちもいます。私も自分の子どもに「生ワクチン」を打つのは非常に

    怖かったです。

Q・今後はどうなるのでしょう？

A・日本でも、厚労省がリスクの無い「不活化ワクチン」を24 年度中に導入する

    見通しと発表しましたが、都内では全国に先んじて、すでに「不活化ワクチン」

    を導入している病院があります。当院でも7月中旬から「不活化ワクチン」を

    使用していきます。子どもたちの安全を考え、「不活化ワクチン」での予防接

    種をお勧めします。

「陳情」

家族を突然奪われた悲しみ…。北朝

鮮による拉致問題解決への活動に参

加しています。政治家として、とても大事な活動だと考えています。

いろいろな会合において、埼玉県、吉川市の政治報告

をさせていただいています。みなさんの意見が反映さ

れた政治を目指します！どこへでも伺います！

7月 17～ 18日　八坂祭り、中町にてお神輿を担がせて

もらいました。旭地区の「仲通りふれあい夏祭り」にも参

加させていただきました。子どもたちの笑顔があふれてい

て、素敵なお祭りでした！伝統文化を守り伝えてゆくこと

も、僕たちの責任です！

７月 31日は埼玉県知事選挙でした。皆さんの代表として、埼玉

の未来、吉川市の発展を考え、各候補者の政策を検討し、現職の

上田氏を支持しました。結果は史上最 低投票率 24.89%の中、

上田氏の三選が決まりました。しかし、埼玉県内では「ふじみ野

「ダイアリー」

市、三芳町、松伏町」そして「吉川市」の4自治体だけ投票率がアップしました！

様々な陳情を受け付けています。先日も、「放射線量が高い場所の芝

を剥がしたいのだが、県の補助金で行った事業であり、県から補助金

の返還を求められた」というお話しがあり、「子どもの命の問題だ」と

県に要望し、補助金の返還無しに改修することができました。新人県

議ではありますが、市民の安心・安全のために尽力してゆきます！

鍋小路交差点の道路補修は無事終了しました。その他の道路修繕、信

号機設置などのインフラ整備から、災害時の動物救護マニュアル作成、不登校・ひき

こもり青少年への支援充実など出来ることからコツコツと活動しています！困ったこ

とやご意見などありましたらぜひお声をおかけください！

戸田馨さんと共に 37年前の 1974年1 月へタイムスリップ！

大久保クリニック　大久保絵理先生

と。また「子どもたちが小さいので、放射線のこともとても気になります。プールは毎日測定して欲しいし、公園なども一か所じゃな

く隅っこなども測って欲しいなって。一人で考えると悶々としちゃいます…」と、不安そうな表情も。中原恵人事務所では、ママさん

たちが集まり、放射線問題のみならず、様々な問題をみんなで共有し、話しあうミーティングを不定期に開催しています。悩みや疑問

のあるママさんたち、ぜひご連絡ください。
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命
頑
張
る
、
そ
う

思
っ
て
い
ま
す
。

上田清司知事と埼玉・吉川の未来について

様々な場所で、自身の考え、思いを述べています

様々な場所、現場へ視察に

『
完
全
無
所
属
』

『
日
々
の
活
動
』

『
委
員
会
』

所
属
す
る
委
員
会
は
、

「
県
民
生
活
」
常
任
委
員

会
と
「
少
子
・
高
齢
福
祉
社
会

対
策
」
特
別
委
員
会
に
決
ま
り
ま

し
た
。も
っ
と
も
９
４
人
中
５
５
人
を

占
め
る
自
民
党
県
議
の
希
望
か
ら
決

ま
っ
て
ゆ
く
の
が
慣
例
ら
し
く
、
無
所

属
新
人
の
僕
に
は
「
余
り
も
の
」
が
ま

わ
っ
て
き
た
形
な
の
で
す
が
（
苦
笑
）。

し
か
し
、「
余
り
も
の
に
は
福
が
あ
る
」

通
り
、
僕
に
と
っ
て
は
最
高
の
委
員
会

所
属
と
な
り
ま
し
た
。

「
県
民
生
活
」と
は
教
育
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

文
化
、
国
際
交
流
、
青
少
年
対
策
、消

費
、交
通
、防
犯
な
ど
幅
広
い
分
野
を
指

し
ま
す
。ま
さ
に
、
僕
が
得
意
と
す
る

分
野
で
す
。
ま
た
「
少
子・
高
齢
福
祉
」

と
は
少
子
高
齢
化
対
策
に
加
え
、
地
域

医
療
、
障
が
い
者
、
団
塊
世
代
の
人
材

活
用
等
を
担
当
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
も
選
挙
時
に
僕
が
訴
え
て
き
た
内

容
に
重
な
り
、
非
常
に
重
要
な
分
野
で

あ
り
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、政
治
家
は
全
て
の

分
野
に
お
い
て
市
民
の
意

見
、要
望
に
応
え
る
べ
く
活

動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。上
記
の
分
野
に

関
係
な
く
様
々
な
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

就
任
３
カ
月
で
す
が
、教
育
、

環
境
、医
療
、
福
祉
を
は
じ

め
と
し
、吉
川
橋
の
早
期
完

成
、災
害
対
策
な
ど
に
お
い

て
も
、
埼
玉
県
、吉
川
市
の

間
を
飛
び
回
り
、少
し
で
も

吉
川
市
の
発
展
の
為
に
な

れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
お
一
人
お

一
人
の
お
声
を
聞
か
せ
て
頂

き
、「
中
原
を
応
援
し
て
良

か
っ
た
！
」「
中
原
と
共
に
、

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

ぞ
！
」と
言
っ
て
頂
け
る
よ

う
に
、全
力
で
邁
進
し
て
ゆ

き
ま
す
！

当
選
か
ら
３
カ
月
。
埼
玉
県
議
会
議
員
・
中
原
恵
人
の
は
じ
ま
り
。


